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1．はじめに

　よい変換式を用い る こ とで 等色関数 （三刺激値）

か ら
，
CIELAB ，　 CIELUV などの優れた均等色空

間を導くこ とが で き る 。 しか し、等色関数には，

色の見え に関する情報は含まれ て いない ため，均

等色空間か ら，色の見え属性を求めるには，別途

知覚明度，ク ロ マ，色相な ど，色の 見え に 関する

情報を取 り入 れる こ とが必要で あ る 田 。 こ こ で，

従来，明度 ク ロ マ，色相につ い て ，理論的また

は経験的に求め た異な る 補正方法を用 い て きたが，

本報で は，共通の Chromatic　Strength（CS ）

関数［2，3］を用い て ，色の見 え空間の 3属性を求め

る こ と が で きる可能性を示す 。 こ の事実は，色知

覚にお ける CS の 重要性を示すもの で ある 。

な お，メ トリッ ク明度 として ，簡単の た め Munsell

明度 V を用い る 。

　まず，無彩色 にっ い て，NT 表色系で は，　Munsell
明度 V ＝ 10 の純粋な 白が．whiteness 　w ＝10 に，

明度 V ・・O の純粋な黒が，b［ackness 　bk＝10 とな

り，中間灰色 V＝5．5 で ，w ＝ bk＝ 0 となる。

　よ っ て ，NT 系の明度軸上の任意の 無彩色 （w ，

bk ）の Munsell明度 V
．
は，

V
，（w ）＝Q．450 ・w ＋5．50，　 for　O≦w ≦10　　（1）

VN （bk）＝− 0．550 ・bk＋ 5．50，　for　O≦bk≦10　（2）

とな る 。 こ の ように，無彩色 は CS を持たない の

で ，知覚明度とメ トリッ ク明度を直接変換する こ

とがで きる。

　っ ぎに、有彩色 （whiteness 　w ，　blackness　bk ，

chroma 　C ；hue 　H） につ い て は，　 CS 関数 CS （H）

を使 っ て，つ ぎの 2段階で 変換する 。

2．メ トリッ ク明度と知覚明度の変換

　等色関数か ら直接導かれ る メ トリ ッ ク明度 （Lり

に は ， ク ロ マ 成 分 の 明 る さ へ の 寄 与 で あ る

Helmholtz −Kohirausch （H −K ）効果が考慮 され

て い ない。よ っ て ，メ トリ ッ ク 明度が一定 で あ っ

て も，ク ロ マや色相が異なれば，知覚明度は
一

定

にはな らな い 。そ こ で ，こ れま で は，非線形色知

覚 モ デ ルか ら導出された理論式［4］を用 い て H−K

効果を予測 し，知覚明度を求め て きた 。 本報で 1よ
こ れを CS 関数［2，3】を使 っ て，より簡便に導出す

る方法 を提案す る 。

　以下，色 の 見 え 空間 と して ，Nayatani［2，5】に

よ っ て 提案され た Nayatani−Theoretical（N丁）

表色系を用 い て 議論を進 め る 。 NT 表色系は，図

1 に示 すように，明度軸 と し て 白み
・
黒 み 軸を採

用 し て お り，明度軸が知覚明度 に相関す る （NT

表色系の詳 しい 説明は，文献 2，5 を参照の こ と）。

手順 1）クロ マ 10 の有彩色 （w ＝ bk ＝ O，　C ・10 ；H）

　の Munsell明度 V （H）を次式で 計算す る 。

　V （w ＝bk＝0，C ＝ 10；H）

　　　　 ＝5．50 ・
｛CS （H ＝ 5G ）／CS （H）｝　　　（3｝

手順 2）任意の 有彩色 （w ，　bk，　C ；H）の Munsell

　明度 V （H）を次式で 計算する 。

　V （w ，bk，C ；H）＝ VN（w ，　bk）

　　＋W （w ；bk＝O，C＝10；H）
− 5，50｝（C／10）　（4）
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　 これ らの式を用い るこ とで，任意の有彩色に つ

い て 従来，非線形色知覚モ デルか ら導出された

理 論式［4］を用い て 行 っ て い た知覚明度とメ トリ

ッ ク明度問の変換が，CS 鬨数だけを使 っ て 簡易

に行える ようにな る。

　代表的な CS 関数 と して ，　 K」keda［3］によ っ て

提案された CS （klk2；H）を用 い て［注 1］，上式 で 求

め た等知覚明度となるクロ マ C ＝ 10 の有彩色

（w ； bk＝O，C＝1　O；H）の Munsell明度 V （H）を表

1に示す 。 求め られて結果 1よ 従来の方法で 求め

た V 〔H ）とよ く一致 し て お り，上式を用 い る こ と で ，

CS 関数だけか ら簡便 に知覚明度とメ トリ ッ ク明

度間の 変換をで きる ようにな っ た。

3 ．ク ロマ，色相にお ける CS 関数

　ク ロ マ，色相 に お け る CS 関数の利用 に つ い て

は，既報の通 りで あ る［2，61。 CS 関数に よっ て，

色相ご とに異なる最大ク ロ マ 値の予測［2】や，メ ト

リ ッ ク クロ マ か ら知覚クロ マ へ の変換［6］，メ トリ

ッ ク色相角か ら知覚色相 へ の変換 ［6】を行 う こ と

が で きる 。 知覚ク ロ マ C と メ トリッ ククロ マ C ＊

と の 閤 には，

　　　C ＝k
。

・CS （H）・C
＊

　　　　　　　　　 （5）
が成 り立 っ ［2，31。 k

。
は用い る 知覚ク ロ マ，メ トリ

ッ ククロ マ 問の ス ケー
ル によ っ て決まる定数係数

で ある 。

　知覚色椙とメ トリ ッ ク色相角との間には，

　　△ θ（H）＝ kH・
｛CS 〔H）｝

2 ・△H 　　　　（6｝
が 成り立っ （文献 6 の （6）式）。 こ こ で，△ θ〔H ）

は均等色空 間に お け る メ トリ ッ ク色相角，△ H は，

色の 見 え空間に お ける色相間隔 ，
kHは色相 ス ケ ー

ルに よっ て決 まる定数係数である 。

4 ．ま とめ

　本報で は，CS 関数の みを使う知覚明度 とメ ト

リ ッ ク明度問の 変換式 を与 えた 。
こ れ によ り，明

度 ク ロ マ ，色相の 3属性す べ て が CS 関数で 変

換で きるようにな っ た。現状 で は，CS 関数は複

数存在するが、これは，本来 1つ で あ る べ き均等

色空 間、色 の 見え空間 も複数存 在す る こ とに由来

す る と考え ら れ る 。 将来，理 想 的 な均等色 空間，

理想的な色の見え空間がで きれば， 1 つ の CS 関

数で， 3属性を関連づ ける こ とがで きる と考え ら

る 。 反対 に，CS 関数の観点か ら理想 的な色空 間

を探索 ・評価する こ とがで きる可能性もある 。

L

表 1CS （k，
k21H）および等知覚明度 となる V （H 》

Munsell　H 　 NT 　Hue　 CS 　klk2；H ）　 V （H

5R 　　　 R 】00
10R　　　Y25 −R75

5YR 　　 Y50 −R50
10YR 　 　 Y75 −R25

5Y 　　　 Y 】00
10Y　　　G25 −Y75

5GY 　　 G50 −Y50

10GY 　　G75 −Y25

5G　　　 G100
10G　　　B25 −G75
5BG 　　　B50 −G50
10BG 　　B75 −G25
5B 　　　 BIOO

5PB 　　　 R25 −B75

5P　　　 R50 −B50
5RP 　　　 R75 −B25
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［注 1］CS（k】
k2；H ）は，マ ンセル等クロマ軌跡を同

心 円状 に 変換す る 際に K ．［keda ［3］に よ っ て 導出

された CS 関数で ある 。
　CS 関数 には，他 に も

Nayatani［2】が 導出 した CS （q；H ）な ど複数あ る が，

導出概念の 明快さか ら，本報で は、CS （kik2；H）を

採用する 。
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